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1 はじめに

1.1 研究背景
帝国議会議事速記録は，近代日本における国会の議事

録である．57 年にわたって蓄積されているため，分量
が非常に多い．さらに口語での対話が記録されているた
め，当時の人々がどのような言葉を話していたのかを研
究する重要な資料となる．帝国議会議事速記録の分析
は，近代の議会の場での言語表現の使用状況を明らかに
することができ，学術的価値が高い．その分析例の 1つ
に，可能表現がある．
可能表現は，物事の出来る出来ないを表す日本語表現

のことである．これは議会という場において議員が頻繁
に使用していた表現で，議論に大きな影響を及ぼしてい
たと推察される．
しかし，帝国議会議事速記録の多くがテキストデータ

化されておらず，画像データとして保存されている．そ
のため帝国議会議事速記録の分析は，速記録全体を対象
とするような大規模な分析は困難であった．これは光学
文字認識（OCR）技術 [1]により解決に向かっている．
本研究では，それに先駆け，帝国議会議事速記録に着目
し調査を行う．

1.2 研究目的
本研究では，帝国議会議事速記録における議員の可能

表現の使用状況が時間とともにどのように変遷してきた
かを明らかにするための前段階である，可能表現を自動
で抽出する手法の提案を行う．また，会議の開催時期に
よる自動抽出への影響を調査する．

1.3 関連研究
神田は小説を対象として現代東京語における可能表現

の変遷を分析した [2]．伊藤らは帝国議会議事速記録を
対象として東北地方出身議員の使用する可能表現につい
て分析した [3]．同一の意味を持つ日本語表現の自動抽
出としては，Web 上に書き込まれたユーザーの商品や
サービスに対する評価情報を収集するという目的で，評
価表現の抽出に関する研究がよく行われる．評価表現の
自動抽出手法として，小林らは，意見に関わる表現を文
型や評価対象・評価値属性に基づいてフィルタリングを
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行う手法を提案している [4]．また高野らは，評価表現
辞書と構文解析を用いて因果関係から評価表現を抽出す
る手法を提案している [5]．本研究では伊藤ら [3] の研
究に基づいて，帝国議事会議速記録を対象とした可能表
現の自動抽出に取り組む．

2 帝国議会議事速記録

帝国議会議事速記録は，1890 年から 1947 年までの
57 年間開かれていた帝国議会の中で話されていた内容
が，口語で記録されたものである．一般的な議事録は議
論の要点のみを記録するが，帝国議会議事速記録は話さ
れていた内容がそのまま記録されているという点が異な
る [6]．口語で記録された資料は当時に話されていた言
葉や文法を分析する上で有利な要素であり，帝国議会議
事速記録は分量も多いことから，近代の議会における言
語表現の分析を行う上では質の高い資料といえる．
帝国議会の会議は本会議と秘密会の 2 つに分けられ

る．そのうち本会議の速記録は帝国議会会議録検索シス
テム [7] という Web ページで公開されている．ここで
は，1890 年 11 月から 1945 年 8 月までの戦前にあたる
期間は 24,894 件が画像データのみで，1945 年 8 月から
1947 年 3 月までの戦後期間は 1,249 件が画像データと
テキストデータで公開されている．図 1は会議録本文の
一例である．
大量の文書データの 95%以上が画像データ形式での公

開であり，この会議録の分析には事前にテキスト化を行
うことが必須である．このテキスト化しかし，光学文字
認識（OCR）技術 [1]によりテキスト化の問題は解決に
向かいつつある．これにより，帝国議会議事速記録全体

図 1 第 1 回帝国議会 衆議院 奉答文に関する件（明治
23年 11月 29日）
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を対象とした大規模な分析を行えるようになる見込みが
出てきているというのが現在の状況である．一方，分析
の前段階となる対象日本語表現の抽出手法はまだ確立さ
れていない．

3 可能表現

3.1 可能表現の形
可能の意味を表す日本語表現は多数存在する．これら

の自動抽出を行うには，この表現形式をいくつかに区分
する必要がある．本研究では，帝国議会議事速記録の可
能表現の分析例 [3] における可能表現の区分を利用し
た．区分は以下に示す 9つである．

1. 連体形＋コト＋助詞＋「出来ル」
2. 名詞＋助詞＋「出来ル」
3. 名詞＋「出来ル」
4. 得ル
5. レル・ラレル
6. 可能動詞
7. 能フ
8. ナラヌ
9. 重複型

以下では，各区分の用例や特徴について述べる．

3.1.1 連体形＋コト＋助詞＋「出来ル」
動詞の連体形に，「～ことが出来る」「～ことも出来

る」などが付いた形である．以下に用例を示す．

•「走ることが出来る。」
•「走ることが出来ないし、歩くことも出来ない。」

3.1.2 名詞＋助詞＋「出来ル」
名詞に，「～が出来る」「～は出来る」などが付いた形

である．以下に用例を示す．

•「全力疾走が出来る。」

3.1.3 名詞＋「出来ル」
3.1.2 節の形に似ているが，名詞と「出来る」の間に

助詞がないという点が異なる．以下に用例を示す．

•「全力疾走出来る。」

3.1.4 得ル
動詞の連用形に「得る」が付く形や，「～すること」＋

助詞＋「得る」の形などがある．これが当時「うる」と
読まれていたのか「える」と読まれていたのかは不明で
ある [3]．また，「手に入れる」という意味の動詞「得
る」とは表記が同じであるが，こちらは可能の意味を持
たないので区別が必要である．以下に用例を示す．

•「考え得る限りの案を出す。」
•「様々なことが起こり得る。」

3.1.5 レル・ラレル
助詞「れる」や「られる」には受身・可能・自発・尊

敬の 4 つの意味がある [8]．これらの意味の判別は文脈
情報が必要となる [9]．文脈情報が不足していると，意
味を断定できない場合もあるので注意が必要である．こ
こでは可能の意味で使われる例を以下に示す．

•「この料理は十分食べられる量だ。」
•「この服は小さすぎて着られない。」

3.1.6 可能動詞
可能動詞とは，五段活用動詞を下一段活用に変化させ

た動詞である．「読める」「遊べる」などがこれに当た
る．終止形が「エ段＋る」の形になることが 1つの特徴
である [10]．なお、「来れる」といったいわゆる「ら抜
き言葉」とは明確に違うものである．「来れる」のもと
となる動詞「来る」はカ行変格活用であり，五段活用動
詞ではないためである．以下に用例を示す．

•「この距離なら走れる。」
•「私は泳げない。」

3.1.7 能フ
「能ふ」は，可能の意味を表すハ行四段活用動詞であ
る．動詞の連体形の後ろに付くのが一般的である．以下
に用例を示す．

•「了解し能はざるところである。」
•「多少の変動あることは能はない訳であります」

3.1.8 ナラヌ
「ならぬ」は「出来る」が可能の意味で使われる前に
使われていた表現であり，禁止と可能の意味が存在する
[11]．可能の意味で使われる際には「-ことはならぬ」「-
ことがならぬ」といった形を取ることが多い．以下に用
例を示す．

•「公務のために欠席することはならぬ。」

3.1.9 重複型
重複型は，複数の可能表現が重複して出来た表現であ

る．帝国議会議事速記録においては，同時期の言語資料
に比べ重複型が多数出現する [3]．以下に用例を示す．

•「資金の調達が出来得るのである。」
•「議長限で出来得べきことでない。」

3.2 その他の可能表現
3.1.1節から 3.1.9節までの区分の他に，すでに可能表

現としてわかっているものを挙げる．これらは議会中に
複数回出現する表現で「出来る」「出来ない」の意味を
持つため，可能表現として抽出されるべき表現である．

•「出来るだけ」
•「～し兼ねる」
•「可能」「不可能」
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4 可能表現の自動抽出手法

日本語表現を抽出する方法として，先行研究の CRF
を用いた手法や大規模言語モデルによる手法が考えられ
る．本研究では，3.1.1節から 3.1.9節までで述べた可能
表現の区分，および 3.2 節で述べた可能表現に対応する
ように品詞の組み合わせルールを設定した．これらに合
致するものを可能表現として抽出する．日本語は多様な
表現が可能であるため，可能表現すべての抽出は困難で
あり，適合率と再現率はトレードオフとなる．抽出手順
は以下の通りである．

1. 抽出対象の文書に対し，旧仮名口語 unidic を導入
した fugashiによる形態素解析を適用する．

2. ルールに合致する品詞の並びがある場合，その部分
を可能表現として抽出する．

例えば「現状におきましてはとうてい遺憾ながら期
待できぬのではないかと思うのであります。」という文
章においては，「期待でき」の部分が「名詞＋出来る」
（3.1.3 節）の形であるため，ここを可能表現として抽出
する．

4.1 品詞の組み合わせルール
1. 動詞＋「こと」＋助詞 1 個以上＋副詞 0 個以上＋
「出来る」

2. 名詞＋助詞 1個以上＋副詞 0個以上＋「出来る」
3. 名詞＋「出来る」
4. 五段活用動詞かつ，終止形が「エ段＋る」で終わる
動詞

5. 動詞「能ふ」
6.「こと」＋助詞＋「ならぬ」
7. 動詞＋「得る」
8.「兼ねる」
9.「可能」
10.「出来るだけ」

3.1.5 節で述べたように，助動詞「れる」「られる」に
は複数の意味が存在し，その意味を判別するには文脈情
報が必要である．そのため品詞の組み合わせによる抽
出は難しく，本研究の提案手法では抽出対象から除外
した．

5 実験

5.1 実験目的
4 章にて述べた手法を用いて，可能表現の自動抽出を

試みる．本研究では，以下の 2点を明らかにすることを
目的とする．

•品詞の組み合わせにより可能表現を抽出出来るか
•会議時期の違いにより抽出精度にどの程度影響が生
まれるか

表 1 対象会議の文字数と可能表現数
会議名 文字数 可能表現数

第 45回帝国議会衆議院予算委員
第四分科会陸軍の軍備に付て（秘密会）

28,015 87

第 91回帝国議会衆議院本会議
第 2号昭和 21年 11月 27日

28,363 46

5.2 実験設定
事前調査で可能表現の数が比較的多いと判明してい

る，時期の違う「第 45回会議秘密会」と「第 91回本会
議第 2 号」を選定した．第 45 回会議は 1922 年，第 91
回会議は 1946 年に開かれた会議である．この 2 会議の
発言中に含まれる可能表現を、事前にすべて日本語学の
研究者に依頼し人手で抽出した．これを正解データとし
て実験を行う．各会議における文字数と抽出した可能表
現数は，表 1 に示した．ただし，2 章で述べたように，
戦前の会議録はすべて画像データとして公開されており
テキストデータを入手することが難しい．そのため，す
でにテキスト化されている秘密会のデータを用いた．本
会議と秘密会で会議録の構成や発言者に大きな違いはな
いため，これらによる結果への影響は小さいと考えられ
る．提案手法の評価は適合率，再現率，および F1 スコ
アで行う．

5.3 結果
第 45回会議と第 91回会議に対して同じルールを適用

すると，第 91回側の自動抽出数が 15と明らかに少なく
なった．これは漢字や送り仮名といった表記の違いによ
るものであることが明らかになった．第 45 回会議と第
91回会議で見られた主な表記の違いを表 2に示す．

表 2 第 45回会議と第 91回会議における表記の違い
第 45回の表記 第 91回の表記
出来る できる,出來る
能はず 能わず
兼ねる かねる

これらを修正した上で 4.1 節のルールを用いた結果を
表 3 および表 4 に示した．どちらの会議においても，
82%程度の可能表現を抽出することが出来た．「ならぬ」
に関する可能表現は，正解データに存在しているが抽出
数が 0となっていた．これは「それがならぬ」のように
前までの内容を踏まえて述べられている形だったためで
ある．

5.4 考察
5.3 節で述べたような文脈情報が必要と考えられる表

現を可能表現として抽出するには，品詞の組み合わせに
よる手法とは別のアプローチを取る必要があると考えら
れる．
また，表 2のような表記の違いが議会中期と後期で現

れたため，議会初期にもこのような違いがある可能性が
あると考えられる．特に仮名遣いの変化は形態素解析の
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表 3 各会議におけるルールごとの抽出数と適合率
第 45回秘密会 第 91回本会議第 2号

区分 抽出数 適合率 抽出数 適合率
1. 動詞＋「こと」＋助詞 1個以上＋副詞 0個以上＋「出来る」 18 0.833 8 1.000
2. 名詞＋助詞 1個以上＋副詞 0個以上＋「出来る」 62 0.774 23 0.957
3. 名詞＋「出来る」 2 1.000 3 1.000
4. 五段活用動詞かつ，終止形が「エ段＋る」で終わる動詞 19 0.316 7 0.000
5. 動詞「能ふ」 0 - 0 -
6. 「こと」＋助詞＋「ならぬ」 0 - 0 -
7. 動詞＋「得る」 16 0.938 8 0.750
8. 「兼ねる」 4 0.750 1 1.000
9. 「可能」 1 1.000 2 1.000
10. 「出来るだけ」 1 1.000 9 1.000

表 4 各会議における可能表現自動抽出の結果
会議 可能表現数 総抽出数 適合率 再現率 F1スコア
第 45回 87 107 0.673 0.828 0.742
第 91回 46 55 0.691 0.826 0.752

関係で結果に大きな影響を及ぼすと推測されるため，よ
り調査を進める必要がある．
さらに，第 45 回会議のテキストデータは現代の漢字

を用いたデータであったが，第 91 回会議の会議録中に
は「將來」「戰爭」「從來」といった，現在の JIS第 2水
準にあたる漢字が散見された．これらは現代日本では使
用頻度の低い漢字であり，この漢字が可能表現に含まれ
ていると形態素解析の辞書に登録されていないなどの理
由で抽出が困難になる可能性がある．
そのため，可能表現の自動抽出の実現には，会議の開

催時期による漢字や仮名遣いの違いへの対応が今後の課
題として挙げられる．

6 おわりに

本研究では，帝国議会議事速記録から品詞の組み合わ
せによる可能表現の抽出を試みた．先行研究による可能
表現の区分からルールを作成し，およそ 82%の可能表現
を抽出することが出来た．
一方，可能表現区分にない日本語表現の登場や，現代

との漢字表記の違いが見られた．本稿では第 45 回会議
と第 91 回会議の文書を用い，可能表現を自動抽出する
上で議会中期と後期間にどのような違いがあるかが明ら
かとなった．可能表現の自動抽出を実現するためには，
議会初期についても調査が必要になる．
また、文脈情報が必要なため品詞の組み合わせによる

抽出が難しいと述べた助動詞「れる」「られる」は数多
く出現するため，これらの抽出も今後の課題として挙げ
られる．
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